
様式第４号（第４条関係） 

 

  出張報告書 

幹 事 長 印 経理責任者印 

  

  

平成 30 年 10 月 30 日 

 幹事長 

        矢 野 正 憲   殿 

                                          出張者氏名   服部 脩二    印 

                             

 

   下記のとおり報告します。 

 

１． 出張先   

シェーンバッハ・サボー （砂防会館別館） 

東京都千代田区平河町 2－7―4 

                              

  ２．日 時  平成 30 年 10 月 9 日（火）13：00～17：00 

  

  ３．出張用務（宿泊を要する場合はその事由） 

平成 30 年度 全国市町村議会 広報研修会 

①  読み手に伝わる文章の書き方 13：00～14：10 

講 師 前田 安正 氏 （朝日新聞 校閲事業部長） 

②  デザインの力で、もっと伝わる議会広報誌に 14：25～15：35 

講 師 筒井 美希 氏 （(株)コンセントアート ディレクター） 

③  最優秀賞及び優秀賞作に見る 光彩を放つ編集力 15：50～17：00 

講 師 長岡 光弘 氏 （グラフィック デザイナー） 

 

４．旅    費                                    

交通費  29,850 円 

「ＪＲ新幹線 28,590 円・在来線 1,260 円（ICOCA 決済）」 

合 計  29,850 円 

 

                   



５ 報 告 書 

内 容 

① 読み手に伝わる文章の書き方 

できるだけ多くの人に「読んで」・「理解して」・「共感して」もらいたい。 

主語と述語をしっかり対応させ、伝えるべき事を前に出す。 

読点の打ち方を考える。「意味の固まりができ、言葉の意味も変化する」 

多様性を意識して、不快にさせない表現方法。 

差別表現「部落差別・人種・民族・障害・病気・ジェンダー・職業」 

文章の構成を考え、最後の一文を削る勇気。 

 

② デザインの力でもっと伝わる議会広報誌に 

・ 読み手目線で考えるためのポイント 

ア 人は、目にするものを必ずしも読んでいるとは限らない。 

イ 興味を持つきっかけとなるキーワードを選び、強調する。 

ウ 必ずしも時系列通りに伝える必要はない。 

ヱ 自分たちの言葉ではなく「読み手の言葉」を意識して語る。 

・文字に個性をもたせる手段 

ア 文字サイズ・文字の太さ・文字の量・書体 

イ 組み方（1 行ずつ―箱組み・縦組み―横組み） 

ウ 配置（まとめる・傾ける） 

ヱ 段組み（多い・少ない） 

・レイアウトの基本原則 

  ア 重要度に合わせてメリハリをつける。 

イ 要素を揃えて透明な線を描く。 

ウ 仲間を近づけてグループをつくる。 

ヱ 読み手との間に「お約束」をつくる。 

 

③ 最優秀賞及び優秀賞作に見る光彩を放つ編集力 

ア 最優秀賞 「お元気ですか寄居議会」 埼玉県 寄居町議会発行 

・ 町と住民に寄り添った情報の編集力が巧みな議会広報誌 

・「1 予算に係る情報」「2 子育て支援情報」「3 視察レポート・条例等の情報」 

「4 一般質問」4 つの情報区分で紙面を構成 

・ 町と住民を思う議員の主張が見える。 

・ 議会の行動力が光る編集。 



・ 町を思う調査研究が可視化されている。 

・ テーマ別に分類した質問が、議員の問題意識が伝わる。 

イ 優秀賞 「かわにし議会だより」 山形県 川西町議会発行 

・ 議会の担う役割が住民に強く印象に残る広報紙。 

・ 議会の意欲的な行動が住民に伝わる。 

・ 予算の審査姿勢が伝わる編集。 

・ 進化する議会の見える化が施されている。 

・ 情報を整理した丁寧な編集。 

 

服部の感想 

1 広報紙は、情報を正確に発信する必要がある。 

2 読み手に分かりやすい文と文章をつくる。 

3 「いつ」・「どこで」・「誰が」・「何を」・「どのように」・「どうした」を原則 

にして文章をつくる。 

4 自分たちの言葉ではなく、「読み手の言葉」を意識して語る。 

5 最優秀賞・優秀賞を受賞した議会広報誌は、紙面の構成が素晴らしく、町 

と住民を思う議員の熱意がよく伝わるものとなっている。 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 






